
ニュースで見て、「実際どういう事故だったのか？」と思い、ネット検索しましたが、いろい

ろな記事が出ていて、何が正しい情報なのか、よく解りませんでした。 

・女子中学生は、家族 6 人でビーチに遊びに来ていた。小学生の妹と知人女性（18 歳）と

共に溺れかけた。ライフセイバーたちが、2 人を救助したが、女子は見つからず、浜辺から

約 30 メートル沖の遊泳区域内の海底で発見された。 

・中学生は妹と 10 歳代の知人女性の３人で泳いでいた際に溺れた。 

・中学生は幼い妹が溺れそうになったのを助けようとして溺れた。 

・一緒にいた妹が、「姉が足の着かない所まで行ってしまい、沈んでしまった」と話している。 

・50 メートルほど先のブイのあたりで姿が見えなくなった。 

・中学生は、小学生の妹たちと足の着く浅い場所で遊んでいて深い場所へ流されて溺れた。 

と、いった感じです。家族で、安全だと思って訪れた瀬戸内海の海水浴場での事故。とても、

ショッキングで残念な事故だと思いました。自分も子育てをして実感した事なんですけど、

自分の育った時代と、今の子供たちの育つ環境は、全く異なっているという事です。 

昔は、夏休みになると親が付いていなくても、毎日のように学校などのプールに入って遊ん

でましたが、今は、水泳教室でも入らない限り、プールに浸かる事すら少ないんです。だか

ら、当然、泳ぐ力、プールや海に対する認識、今の若い世代は、違うと考える必要性がある

と思います。自分には、２０代の息子が、二人いますが、自分は、いつも事ある度に、 

「絶対に勘違いするなよ。間違いなく泳げないから、海やプールに入る時は、必ず、浮き輪

を持って入れよ。」って話しています。それだけ、他人事ではない、自分の身近でも起こりう

る可能性が高い事故だと感じます。このような悲劇が起きないように、この機会に家族で良

く話し合える時間がもてたらいいと思います。広島という所は、遊びに行く所は本当に少な

いですが、海や山が近くにあって、自然と触れ合って遊ぶにはとてもいい場所です。が、日

常生活では、想像し難い危険性もあるという事は、常に念頭に置いて、無理をし過ぎず、安

全第一に考えて、楽しく過ごさないといけないと自分は思います。気をつけましょう！ 

 

 


